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く
な
り
に
な
り
、
労
働
災
害
防
止
対
策
の
徹
底
の

緊
急
要
請
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

第
十
二
次
防
計
画
の
四
年
目
の
今
年
は
、
建
設

業
に
お
け
る
墜
落
・
転
落
災
害
の
防
止
対
策
が
最

重
点
事
項
の
一
つ
に
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

建
設
業
の
重
篤
な
災
害
は
、
墜
落
・
転
落
に
よ
る

も
の
が
過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

足
場
か
ら
の
墜
落
・
転
落
が
多
く
、
昨
年
改
正
さ

れ
た
足
場
の
作
業
床
に
か
か
る
墜
落
防
止
措
置
の

充
実
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害
を
防
止
す
る
に

は
、
元
方
事
業
者
、
現
場
代
理
人
、
専
門
工
事
業

者
、
職
長
、
作
業
員
も
含
め
て
各
人
が
、
計
画
、

施
工
計
画
、
作
業
計
画
、
毎
日
の
作
業
時
の
各
段

階
に
お
い
て
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
リ
ス

ク
の
低
減
等
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
災
害
ゼ
ロ
よ
り
危
険
ゼ
ロ
と
い
う
よ
う
に
、

災
害
が
発
生
し
な
く
と
も
、
現
場
に
は
危
険
が
存

在
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
必
要
で
あ
り
、
現
場

作
業
員
一
人
ひ
と
り
が
危
険
感
受
性
を
高
め
て
労

働
災
害
防
止
に
繋
が
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

最
後
に
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
ご
発
展

と
組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

着
任
の
ご
挨
拶 

 
 

 

青
梅
労
働
基
準
監
督
署
長 

尾 

城 

雄 

二 
 

こ
の
度
、
四
月
一
日
付
け
の
人
事
異
動
に
よ

り
大
田
労
働
基
準
監
督
署
次
長
か
ら
青
梅
労
働

基
準
監
督
署
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
尾
城
と

申
し
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
青

梅
労
働
基
準
監
督
署
の
業
務
運
営
に
つ
き
ま
し

て
、
格
別
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
日
頃
か
ら
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ

り
労
働
災
害
防
止
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
始
め
と
す
る
公
共
工
事
等
の
建
設
工
事
量

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
多

く
の
分
野
で
現
場
管
理
者
、
技
能
労
働
者
不
足

が
深
刻
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
労
働
災
害

の
増
加
が
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
改
め 

 

て
労
働
災
害
防
止
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

さ
て
、
平
成
二
十
五
年
か
ら
二
十
九
年
の
五

カ
年
計
画
で
東
京
労
働
局
第
十
二
次
防
労
働
災

害
計
画
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ー
フ
ワ
ー

ク
東
京
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
安
全
・
安
心

な
首
都
東
京
を
目
指
し
て
取
組
を
推
進
し
て
い

ま
す
。 

平
成
二
十
九
年
に
死
亡
災
害
五
十
三
人
以

下
、
死
傷
災
害
八
〇
〇
〇
人
以
下
を
目
標
に
し

て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
の
死
亡
災
害
七
十
三
人
、

死
傷
災
害
九
三
七
六
人
と
な
り
、
来
年
最
終
年

に
向
け
今
年
の
死
傷
災
害
の
よ
り
一
層
の
減
少

が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
青
梅
署
に
お
け
る
十

二
次
防
計
画
で
は
、
死
亡
災
害
ゼ
ロ
、
死
傷
災

害
二
九
〇
人
以
下
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年

は
死
傷
災
害
三
一
一
人
、
死
亡
災
害
に
つ
い
て

は
昨
年
九
月
か
ら
六
名
の
方
が
仕
事
中
に
お
亡

く 
 

    優良工事を頂いた感想   

㈱ 島 田 組  

現場代理人 田村 俊次  
（工事件名）川口川整備工事（その 12）   

（工期）  平成 25 年 12 月 15 日～平成 26年 10 月 31 日 

【工事概要】      

護岸工事 工事延長  L＝120m 両岸  

護岸工  ｱﾝｶｰ式空石積工（H=3.40ｍ）738ｍ2  

取付擁壁 （H=0.7～0.8ｍ） 78ｍ  

根固ﾌﾞﾛｯｸ工   47 基  

管理用通路工事 道路幅員 3.8～5.9ｍ 

工事延長 L＝120m   

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工（20型） 875ｍ2  

既設護岸復旧工   １式   

局長表彰を昨年頂き、とても光栄に思っています  

今思うと、何が良かったかを振りかえると、以下の 4点で

はないかと思います。   

1.河川工事は段階中間検査が多く、この現場では 8回の中間

検査を行いました。中小河川なので雨が降るたびに、すぐ

増水し掘削している護岸が水没します。 

施工1区画延長は40ｍ程度にして中間検査を多く受け人為 

災害の影響を最小限度にした。  

2.洪水が起こるのを想定し現場周囲の低住居区域高さなど

や過去浸水したか調査した。   

3.大雨洪水注意報・警報が発令時には現場に待機し現場だけ

でなく現場周囲の事柄を役所と緻密に連絡を行った。 

4.やはり天災災害発生時の敏速な役所と一対した処置が良

かったのかなと思います。土のう等は現場で備蓄してた

為、材料には困らなかったです。   

〈災害の経過〉      
平成 26 年 6 月 6 日～7日（金・土）夜 11：00～3：00 に 

19ｍｍ/ｈのゲリラ豪雨が降続き現場上流の周囲低住居はマ

ンホールから水が逆流し床下浸水をしました。 

夜間自治会長と 

現場事務所で打合 

わせを行い消防署 

に伝え排水依頼し 

ました。その日の 

朝 3時に役所との 

巡回中既設護岸が 

長さ 20.0ｍH＝ 

2.2ｍ位崩落しま 

した。 

役所も現場に隣接 

した 4世帯に緊急 

非難勧告をしまし 

た。災害復旧方法 

をその場で提案実 

施を行い朝 6時～ 

23 時の間で応急復 

旧し非難解除しま 

した。  

この様な経過で 

無事２次災害も起 

こらなく無事に工 

事は完了しました。 

この年はゲリラ豪雨と台風が非常に多く発生し油断でき

ない現場でした。     

      

  

施工体験記 

施
工
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東
京
機
工
土
木
㈱ 

現
場
代
理
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中
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秀
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既設護岸崩落箇所応急処置 

 

現場完成 

 

「
平
成
二
十
七
年
度
東
京
都
建
設
局
長
賞
」
と
い
う
大
変
名
誉
な
賞
を
頂

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て

発
注
者
様
、
協
力
業
者
様
、
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
施
工
体
験
記
と
し
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

（
工
事
件
名
） 

歩
道
設
置
工
事
及
び
補
償
代
行
工
事 

（
二
五
西
―
長
淵
六
丁
目
） 

（
工
事
場
所
） 

東
京
都
青
梅
市
長
淵
六
丁
目
地
内 

一
般
国
道
四
一
一 

吉
野
街
道 

（
工
期
） 

平
成
二
十
五
年
七
月
十
六
日
～
平
成
二
十
六
年
五
月
一
日 

 

最
初
に
工
事
概
要
の
説
明
を
い

た
し
ま
す
。
主
に
道
路
北
側
（
多
摩

川
側
）
部
に
道
路
と
の
高
低
差
が
あ

る
為
、
擁
壁
工
事
が
工
期
の
半
分
を

占
め
る
街
築
工
事
、
舗
装
工
事
を
行

い
ま
し
た
。 

工
事
を
施
工
す
る
現
場
が
小
学

校
の
通
学
路
に
な
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
擁
壁
工
事
や
歩
道
設
置
工
施

工
時
に
「
歩
行
者
通
路
の
切
り
回

し
・
仮
設
道
の
設
置
」
に
大
変
気
を

遣
い
、
協
力
業
者
の
協
力
の
も
と
保 

 

 

安
柵
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。
特
に

仮
歩
道
表
面
は
、
マ
ッ
ト
等
で
は
子

供
た
ち
が
走
っ
た
り
し
た
際
に
転
倒

す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
が
あ

り
、
迂
回
す
る
歩
道
は
す
べ
て
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
を
行
い
安
全
確
保

に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
早
朝
通
学

時
間
に
は
保
安
要
員
を
配
置
し
通
勤

車
両
と
の
事
故
が
な
い
よ
う
に
も
務

め
、
結
果
無
事
故
で
完
工
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

補
償
代
行
工
事
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら 
 

 

ら
、
各
家
の
車
両
等
の
出
入

り
に
支
障
を
き
た
す
た
め
駐

車
場
の
確
保
を
行
い
、
住
民

の
皆
様
に
は
大
変
ご
不
便
を

お
か
け
し
な
が
ら
の
作
業
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
問
題
等

が
生
じ
る
こ
と
も
な
く
大
変

助
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
年
は
数
十
年
に
一
度
の
大

雪
に
見
舞
わ
れ
当
現
場
に
お

い
て
も
一
週
間
以
上
に
わ
た

り
、
歩
行
者
通
路
・
車
道
等

を
除
雪
し
、
凍
結
及
び
雪
害
に

よ
る
事
故
を
起
こ
す
こ
と
な

く
現
場
を
再
開
で
き
ま
し
た
。

車
両
迂
回
等
に
も
協
力
を
頂

く
こ
と
が
で
き
、
出
入
り
不

備
・
渋
滞
等
に
よ
る
苦
情
も
な

く
工
程
通
り
に
舗
装
工
事
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

（
２
面
に
つ
づ
く
） 
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 ４ 月 事 業 報 告  

８日 広報委員会 ２６１号編集発行 

１１日 正副理事長・委員長会議 

１５日 「西多摩 建設マイスター」応募締切 

１８日 総務委員会 

１９日 事業委員会 

２０日 理事会 

  ５ 月 事 業 計 画  

１３日 広報委員会 ２６２号編集発行 

１６日 総務委員会 

１８日 理事会 

１８日 第 50回通常総会開催 

     会場 青梅市福祉センター ３階 うめの間 

     時間 １６時  

２４日 西建協若手経営者の会 第２３回定期総会 

     会場 建設会館 ３階 会議室 

     時間 １６時  

 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2016 年度開講講座〉 

◎２級建築士学科（日曜）コース  

◎１級建築施工管理技士学科講座  毎週 火・木 

◎１級土木施工管理技士学科講座  毎週 火・木 

◎給水装置工事主任技術者 受験対策講座  

◎２級土木施工管理技士コース 

基礎講義 ６月２３日（木）～７月１４日（木） 

    １８時４０分～２０時１０分 毎週 火・木 

本講義  ７月１９日（火）～１０月１１日（火） 

◎宅地建物取引主任者本科コース  

本講義 ４月下旬（水）～９月２１日（水） 

         １３時～１７時２０分 毎週 水  

◎２級建築施工管理技士コース 

講義日時 基礎講義 ９月６日（火）～９月２０日（火） 

      １８時３０分～２０時００分 毎週 火・木 

    本講義 ９月２３日（金）～１１月６日（日） 

1 級土木・2級土木・1級建築施工・2級建築施工の講座 

は『建設労働者確保育成助成金』の対象講座ですので、 

学費の８０％が助成されます。 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として、 

青梅校を開講（７年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡 

をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

      日建立川校  担当：澤田 080-9349-3870 

 
 

 

 

当
初
現
場
着
工
し
た
時
期
は 

台
風
等
の
時
期
と
も
重
な
り
ま 

た
が
、
休
日
・
祭
日
に
も
パ
ト 

ロ
ー
ル
を
行
い
発
注
者
様
と
連 

絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
一
件
の 

事
故
も
な
く
現
場
を
終
了
す
る 

こ
と
が
で
き
大
変
う
れ
し
く
思 

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
日
こ
の
受
賞
に
関
し
大
変 

な
お
力
添
え
を
し
て
い
た
だ
き 

ま
し
た
発
注
者
様
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
の
受
賞
を
機
に
今
後
も
チ 

ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
熱
意
を
も
っ 

て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

奥多摩町原（2）地区急傾斜地崩壊防止工事（その 2） 

熊谷建設㈱ 現場代理人 坂村 義照 

建設業に携わって３０余年、いつかは表彰されるような現場をと思い邁進してまいりまし

たが、この度、東京都建設局長賞の栄誉を賜り、私個人並びに会社といたしましても、身に

余る光栄と深く感謝しております。    

本工事は、東京都西多摩建設事務所工事第二課様発注の、奥多摩町原地区の急傾斜地崩壊

防止工事です。          

工事概要は、現場吹付法枠工・757ｍ、鉄 

筋挿入工（Ｄ22×2.5ｍ～3.5ｍ）・91 本、 

（Ｄ19×3.0ｍ～3.5ｍ）・71 本、植生基材吹 

付工・437 ㎡でした。   

なお、この工事で最も感謝した事は、使用 

資機材の搬入路が狭く運搬車両を入れると、 

歩行者の通行が困難になりました。この際、 

近隣住民の皆様のご理解、ご協力のもと安全 

に資機材の搬入が出来た事については、近隣 

住民の皆様に深く感謝しております。  

最後に今回頂いた賞は、東京都西多摩建設事務所工事第二課の関係者各位のご指導と、協

力会社のご協力のおかげと感謝しております。      

施工体験記 

 

 

歩
道
設
置
工
事
及
び
電
線
共
同
溝
設
置
工
事
（
二
六
西
ー
長
淵
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

㈱
興
栄 

現
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代
理
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高
橋 

秀
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こ
の
度
、
「
歩
道
設
置
工
事
及
び
電
線
共
同
溝
設
置
工
事
（
二
六
西
ー
長
淵
）」
で
、

平
成
二
十
七
年
度
東
京
都
建
設
局
長
優
良
工
事
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

本
工
事
は
、
青
梅
市
長
淵
六
丁
目
か
ら
七
丁
目
ま
で
の
吉
野
街
道
に
お
け
る
、
施

工
延
長
約
一
九
〇
ｍ
の
電
線
共
同
溝
敷
設
工
事
、
そ
し
て
約
一
〇
〇
ｍ
の
歩
道
設
置

工
事
で
す
。 

囲
い
夜
間
照
明
を
設
置
し
二
十
四

ｈ
誘
導
員
を
配
置
し
対
応
し
ま
し

た
。 

管
路
部
が
一
番
苦
労
し
た
と
こ
ろ

で
し
た
、
岩
盤
層
が
出
た
の
が
悪

い
こ
と
に
夜
間
施
工
の
箇
所
で
、

破
砕
時
間
が
限
ら
れ
る
の
で
か
な

り
施
工
日
数
を
取
ら
れ
ま
し
た
。

承
諾
を
得
、
近
隣
へ
施
工
通
知
し

た
と
は
い
え
夜
間
時
間
制
限
で
の

ジ
ャ
ン
ボ
ブ
レ
ー
カ
ー
等
を
使
用

し
て
作
業
し
ま
し
た
が
、
苦
情
等

一
切
な
く
施
工
で
き
ま
し
た
。 

近
隣
住
民
の
方
々
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
申
し
訳
な
い
思
い
と
、

そ
し
て
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 
 

今
回
工
事
は
自
分
に
と
っ
て
と

て
も
内
容
の
濃
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

工
事
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
協

力
会
社
の
皆
様
、
そ
し
て
西
多
摩

建
設
事
務
所
の
皆
様
、
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

歩
道
設
置
工
事
に
は
Ｌ
型
擁
壁
工
や
水
路

（
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
）
工
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。  

 
 

今
回
工
事
は
、
片
側
交
互
通
行
で
の
水
路
（
ボ

ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
）
工
の
設
置
方
法
や
、

土
質
が
岩
盤
層
と
考
え
ら
れ
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
留
意
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
設
置
で
は
歩
行
者
通

路
の
確
保
や
既
設
水
路
と
の
接
続
な
ど
問
題

が
あ
り
ま
し
た
が
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
の
位
置
を

変
え
る
な
ど
し
て
据
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
や
は
り
と
い
う
か
想
定
ど
お
り

岩
盤
が
出
て
き
ま
し
た
。
特
殊
部
は
一
日
で

は
施
工
で
き
ず
、
掘
削
開
口
部
は
隙
間
な
く 


